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１．はじめに 
沿岸漁業は海岸から約 20km の範囲で日帰りで操業を行
う．規模別漁船数 –  登録漁船（昭和 22 年～平成 15 年）
のデータ[1]によると，平成 15 年度の日本の漁船数は
320,010 隻であり，そのうち 10t 未満の漁船が 306,895 隻
である．また，漁船の規模は操業の種類によって決まる．
沿岸漁業に従事する漁船は通常，10t 未満の漁船であり，
日本の漁船の 9 割が沿岸漁業に従事する漁船だと考えるこ
とが出来る． 
日本の漁業の現状は 60 年台はじめをピークに漁獲量が
減り続けている．原因としては，漁業就業者数の減少，環
境汚染による資源の減少などがある．このまま漁獲量が減
り続ければ日本で漁獲した魚が食べることが出来なくなり，
現在よりも輸入に頼らなければならなくなる．このため漁
業の円滑化，効率化をはかり，現在の漁獲量を維持してい
く必要がある． 
沿岸漁業において海底地形，海況，潮流などは操業に影
響する重要な情報である．これらの情報をより詳細に把握
できれば効率の良い操業が期待できる．そこで本研究では
沿岸海域に無線 LAN システムによるマリンブロードバンド
を構築し，小型漁船の情報化をはかる．マリンブロードバ
ンドとは沿岸海域でインターネットが利用できる環境のこ
とである．船に搭載された各種センサで取得したデータを
他の漁船と共有することで自分の漁船だけではなく，広が
りのある詳細なデータを取得することができる． 
漁船には無線電話などの様々な無線通信機器が搭載され
ているが，これらは音声通信向きで，データ通信には向い
ていない．本研究では沿岸海域で，センサデータを扱うた
め，長距離通信が可能で安定したデータ通信ができる
IEEE802.11j 規格対応の無線 LAN が適していると考えた．
実際に沿岸で運用するためには通信の安定性や通信エリア
を検証する必要がある．そこで，2008 年 6 月 30 日稚内沿
岸海域で実験を行った．ここでは稚内で実施した実験につ
いて報告する． 
２．実験の目的 
実験目的は陸上と洋上で無線 LAN システムを用いて通
信を行い，通信可能な範囲を検証することである．実験で
使用した無線 LAN システムは StrixSystems 社製の
AccessOne/OWS2400（以下，OWS）と AccessOne/MWS100
（以下，MWS）の 2 つである．どちらの無線 LAN システ
ムも IEEE802.11j 規格に対応している． 
OWS はメッシュ型無線 LAN で，各ノードがアクセスポ
イント（以下，AP）として機能するだけではなく，AP 間
でも無線通信を実現したものである．また，OWS は複数
のチャネルをもつマルチ無線構造で，複数の AP を経由し
ても通信速度が落ちにくいという特徴がある．なお，OWS
は気温-30℃から+55℃の環境でも動作保証されており，気
温が低い冬季の北海道でも利用できる．MWS は OWS とは
異なり中継局としては利用出来ないが，ネットワークの末
端として利用が可能で，OWS と比べて小型で安価である．
また，OWS 同様高速ハンドオーバーが可能で移動してい
る車やバス，船舶の中から陸上のネットワークへ接続する
ことができる．実験ではこの 2 種類の無線 LAN システム
を使用し，性能を比較しながら通信エリアの検証を行った．
表 1 に OWS，MWS の仕様を示す． 
 
表 1 無線 LAN の仕様 
  OWS MWS 
無線 LAN 規格 IEEE802.11j IEEE802.11j 
周波数 4.9GHz 4.9GHz 
通信速度 最大 54Mbps 最大 54Mbps 
マルチ無線構造 ○ X 
３．実験 
基地局は稚内水産試験場の屋上に設置し，洋上の移動局
は稚内水産試験場の調査船北洋丸に設置した．北洋丸の航
海時間は 6 時間半で，その間の通信データを記録した．記
録したデータは，通信実効速度，受信強度， GPS による位
置情報の 3 つである．図 2 に基地局，図 3 に移動局を示す． 
基地局は固定局であるため指向性のパッチアンテナを設
置し，移動局は移動することで向きが一定にならないため
無指向性のコリニアアンテナを設置した．指向性のパッチ
アンテナは H 面に 70°の範囲がり，予定していた航路を
カバーするため，一方を北へもう一方を北西へ向けた．表
4，表 5 にアンテナの仕様を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 稚内水産試験場に設置した基地局 
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図 3 北洋丸に設置した移動局 
 
表 4 指向性アンテナの仕様 
名称 導波器付 2パッチ型平行アンテナ 
型名 AT719 
周波数 4.9GHz～5.1GHz 
利得 9.5dBi 
表 5 無指向性アンテナの仕様 
名称 無指向性コリニア型アンテナ 
型名 AT750 
周波数 4.9GHz～5.1GHz 
利得 4dBi 
 
移動局に OWS，MWS を設置し，基地局に OWS を 2 台
設置した．また，データを記録するためにノート PC を移
動局に 2 台，基地局に 2 台設置した．一方の PC は OWS 同
士，もう一方 PC は MWS と OWS の組み合わせで通信を行
い，それぞれの実効速度と受信強度を記録した．図 6 に実
験の概要図を示す．また，移動局に GPS を設置し 1 秒ごと
の位置データを記録した．図 7，図 8 に OWS と MWS の実
効速度のデータから通信できなかった部分を削除し，それ
ぞれの通信できていたエリアを赤でプロットした図を示す．
また，青でプロットされている部分は実際の航路で，通信
が出来ていないエリアである．航海範囲は図 6，図 7 の赤
い点の基地局を中心として半径約 15km の範囲である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 実験の概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基地局  
図 7 OWS の通信エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基地局  
図 8 MWS の通信エリア 
 
図 7 より OWS はほぼ全ての航路で通信できていたこと
が確認できる．一方，MWS の方は OWS に比べて通信エリ
アは狭く，約 13km 程度であった．メッシュ型無線 LAN は
間に中継局を置くことで通信エリアを広げることが出来る
ことから，IEEE802.11j 規格のメッシュ型無線 LAN システ
ムは，目標とする海岸から約 20km の範囲で利用できるこ
とが確認できた． 
４．おわりに 
本稿では沿岸海域にマリンブロードバンドを構築するた
めに用いる 2 種類の無線 LAN システム，OWS と MWS の
通信エリアの評価を行った．稚内で実施した実験結果から，
IEEE802.11j 規格に対応したメッシュ型無線 LAN は沿岸漁
業の操業範囲で利用できることが確認できた．今後は稚内
の実験の受信強度と実効速度の解析を行い，通信の安定性
を評価していく予定である．また，現在留萌で実用性を評
価する目的で，小型漁船に無線 LAN を設置し，実効速度
や受信強度のデータを継続的に取得している．実験期間は
2008 年 7 月末から，8 月末までの 1 ヶ月を予定している．
実験が終わり次第，こちらの実験結果の解析を行い，マリ
ンブロードバンドの評価を行っていく． 
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